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第 1 章

概要

•インストレーションの概要（1ページ）

インストレーションの概要
Cisco Tetration分析クラスタは、5000を超えるサーバをもつデータセンターに対して 39ラック
装置 (RU)の大規模なフォームファクタプラットフォーム (C1-Tetration)か、5000サーバーよ
りも少ないデータセンターの8-RU小規模なフォームファクタプラットフォーム (C1-Tetration-M)
のいずれかとして展開します。さらに、大規模なフォームファクタプラットフォームは、要

件に応じて 1または 2つのいずれかのラックで展開できます。これらの展開は、次のように設
定します。

•大規模なフォームファクタ 39 RU Cisco Tetration分析プラットフォームを 1つのラック
(C1 Tetration単一ラック)で
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16台のコンピュー
ティングサーバ (RU
21～ 36)

5コールドアイル

ビュー

1

8台のキャッシュ
サーバ (RU 13～ 20)

6ホットアイルの

ビュー

2
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12個のベースサーバ
(RU 1 ~ 12)

71個のスパイン (RU
42)と 2個のリーフ
スイッチ (RU 40およ
び 41)

3

ラック単位 (Ru 37に
39)を開く

4

• 2つのラックにある大規模なフォームファクタ Cisco Tetration分析プラットフォーム (C1
Tetrationデュアルラック)

•ラック 1

1個のリーフスイッ
チ (RU 40)

4コールドアイル

ビュー

1

16台のコンピュー
ティングサーバ (RU
1 ~ 4、6 ~ 9)

5ホットアイルの

ビュー

2

1個のスパインス
イッチ (RU 42)

3
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•ラック 2

2個のリーフスイッ
チ (RU 40)

3コールドアイル

ビュー

1

8個のキャッシュ
サーバ (RU 14～ 21)
と 12個のベース
サーバ (RU 1 ~ 12)

4ホットアイルの

ビュー

2

•小規模フォームファクタ 8個の RU Cisco Tetration分析プラットフォームを 1つのラック
(C1 Tetration M)に
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リーフスイッチ (RU
11)

4コールドアイルの

ビュー

1

6個のユニバーサル
サーバ (RU 2、3、5、
6、8、および 9)

5ホットアイルの

ビュー

2

リーフスイッチ (RU
12)

3

このスイッチには 1から 48番の 48個の 10ギガビットのイーサネットポートと 49から 54番
の 40ギガビットイーサネットポートがあります。次の図は、スイッチの両端を表示し、これ
らの機能を識別します。
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ファンのモジュール

(青色ハンドルは、
ポート側排気口へのエ

アフローを示す)

5ビーコン（BCN）、ス
テータス（STS）およ
び環境（ENV）LED

1

管理ポート61から 48番の 10ギガ
ビットポート (48)

2

ビーコン（BCN）およ
びステータス（STS）
LED

749から 54番の 40ギガ
ビットポート (6)

3

AC電源 (青色はポート
側排気口のエアフロー

を示す)

4

大規模フォームファクタスイッチでは、コンピューティング、キャッシュ、および基本ノー

ドとして実行するサーバがあります。小規模フォームファクタスイッチでは、ユニバーサル

ノードとして実行するサーバがあります。次の表は、これらのサーバの特性を指定します。
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RAIDキャッシュRAM各サーバのストレージ

ドライブ

サーバタイプ

4 GB512 GB1.2 TBドライブ (ス
ロット 1の 1個)

1.8 TBドライブ (ス
ロット 2 ~ 8の 7個)

コンピューティング

ノード (大規模な
フォームファクタプ

ラットフォームの 16
個のサーバ)

2 GB512 GB400 GBドライブ (8)キャッシュノード (大
規模フォームファクタ

の 8個のサーバ)

2 GB256 GB1.2 TBドライブ (8)基本ノード (フォーム
ファクタ大規模なプ

ラットフォームでは12
サーバ)

2 GB1024 GB1.6 TB SSDドライブ
(5)

3.6 TB SSDドライブ
(3)

ユニバーサルノード

(小規模のフォーム
ファクタプラット

フォームの 6個のサー
バ)

サーバに、10ギガビットインターフェイスポート (eth2、eth3、eth5、および eth4)は、2つの
PCIeライザーに配置され、次の図に示すように、管理ポートがPCIeライザーの下にあります。
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ドライブベイ12PCIeライザー 11

引き抜きアセットタグ13eth2ポート (最初のイ
ンターフェイスポー

ト)

2

電源ボタン/電源ステー
タス LED

14eth3スイッチポート
(2番目のインターフェ
イスポート)

3

ビーコン LED15PCIeライザー 24

システムステータス
LED

16eth5ポート (4番目のイ
ンターフェイスポー

ト)

5

ファンステータス
LED

17eth4ポート (3番目のイ
ンターフェイスポー

ト)

6

温度ステータス LED18管理インターフェイス7

電源ステータス LED19シリアルポート8

ネットワークアクティ

ビティ LED
20eth0ポート (CIMC

ポート)
9
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コンソールポート21eth1ポート10

AC電源装置11
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設置場所の準備

•温度要件（11ページ）
•湿度の要件（11ページ）
•高度要件（12ページ）
•埃および微粒子の要件（12ページ）
•電磁干渉および無線周波数干渉の最小化（12ページ）
•衝撃および振動の要件（13ページ）
•アース要件（13ページ）
•電力要件（13ページ）
•エアーフロー要件（14ページ）
•スペース要件（14ページ）

温度要件
Cisco Tetration分析クラスタスイッチとサーバでは、動作温度 0～ 35° C (1～95° F)で、海抜高
度 305 m (1000フィート)ごとに 1° Cの最大温度を低減させることが必要です。デバイスが動作
していない場合、温度は –40～ 65°C（–40～ 149°F）である必要があります。

湿度の要件
湿度が高いと、スイッチとサーバーに湿気が入ることがあります。湿気が原因で、内部コン

ポーネントの腐食、および電気抵抗、熱伝導性、物理的強度、サイズなどの特性の劣化が発生

することがあります。スイッチとサーバーは 10~80 %の相対湿度で1時間当たり 10 %の湿度変
化で動作するように定格が定められています。非動作時条件の場合、デバイスは相対湿度5～
93 %に耐えることができます。

温暖期の空調と寒冷期の暖房により室温が四季を通して管理されている建物内では、デバイス

にとって、通常許容できるレベルの湿度が維持されています。ただし、デバイスを極端に湿度

の高い場所に設置する場合は、除湿装置を使用して、湿度を許容範囲内に維持してください。

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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高度要件
標高の高い（気圧が低い）場所でラックデバイスを動作させると、対流型の強制空冷方式の効

率が低下し、その結果、アーク現象およびコロナ放電による電気障害が発生することがありま

す。また、このような状況では、内部圧力がかかっている密閉コンポーネント、たとえば、電

解コンデンサが損傷したり、その効率が低下したりする場合もあります。これらのデバイスは

10,000フィート (0に3,050 m)、0から高度で動作するように評価し、0に40,000フィート (12,200
m)の高度に保存されていることができます。

埃および微粒子の要件
シャーシ内のさまざまな開口部を通じて空気を吸気および排気することによって、ファンは電

源モジュール、スイッチ、サーバを冷却します。しかし、ファンはほこりやその他の微粒子を

吸い込み、スイッチに混入物質を蓄積させ、内部シャーシの温度が上昇する原因にもなりま

す。清潔な作業環境を保つことで、ほこりやその他の微粒子による悪影響を大幅に減らすこと

ができます。これらの異物は絶縁体となり、スイッチとサーバの機械的なコンポーネントの正

常な動作を妨げます。

定期的なクリーニングに加えて、ラックスイッチとサーバの汚れを防止するために、次の予防

策に従ってください。

•ラックの近くでの喫煙を禁止する。

•ラックの近くでの飲食を禁止する。

電磁干渉および無線周波数干渉の最小化
デバイスからの電磁干渉（EMI）および無線周波数干渉（RFI）は、ラックの周辺で稼働して
いる他のデバイス（ラジオおよびテレビ受信機）に悪影響を及ぼす可能性があります。また、

ラックのデバイスから出る無線周波数が、コードレス電話や低出力電話の通信を妨げる場合も

あります。逆に、高出力の電話からのRFIによって、デバイスモニタに意味不明の文字が表示
されることがあります。

RFIは、10 kHzを超える周波数を発生させる任意の EMIとして定義されます。このタイプの
干渉は、電源ケーブルおよび電源を通じて、または送信された電波のように空気中を通じてス

イッチから他の装置に伝わる場合があります。米国連邦通信委員会（FCC）は、コンピュータ
装置が放出するEMIおよびRFIの量を規制する特定の規定を公表しています。各スイッチは、
FCCの規格を満たしています。

電磁界内で長距離にわたって配線を行う場合、磁界と配線上の信号の間で干渉が発生すること

があり、そのために次のような影響があります。

•配線を適切に行わないと、プラント配線から無線干渉が発生することがあります。

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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•特に雷または無線トランスミッタによって生じる強力な EMIは、シャーシ内の信号ドラ
イバやレシーバーを破損したり、電圧サージが回線を介して装置内に伝導するなど、電気

的に危険な状況をもたらす原因になります。

強力なEMIを予測して防止するには、RFIの専門家に相談することが必要になる場合がありま
す。

（注）

アース導体を適切に配置してツイストペアケーブルを使用すれば、配線から無線干渉が発生す

ることはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信号ごとにアース導体を施し

た高品質のツイストペアケーブルを使用してください。

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の

影響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルスにより、

電子装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがあります。過去にこ

のような問題が発生した場合は、電力サージ抑制やシールドの専門家に相談してください。

注意

衝撃および振動の要件
Cisco Tetration分析クラスタデバイスのデバイスは、動作範囲、取り扱い、耐震規格に対して
衝撃および振動の試験が行われています。

アース要件
Cisco Tetration分析クラスタ内のデバイスは、電源によって提供される電圧の変動に敏感です。
過電圧、低電圧、および過渡電圧（スパイク）によって、データがメモリから消去されたり、

コンポーネントの障害が発生するおそれがあります。これらのタイプの問題に対して保護する

ために、デバイスにアース接続があることを確認してください。ラックを設備のアースに接続

する必要があります。

この接続を行うアース線を用意する必要があります。地域および各国の設置要件を満たすよう

にアース線のサイズを選択してください。電源モジュールとシステムに応じて、米国での設置

では 12～ 6 AWGの銅の導体が必要です（その場合は、市販されている 6 AWGワイヤを使用
することをお勧めします）。アース線の長さは、ラックと設備のアース接続の間の距離によっ

て決まります。

電力要件
Cisco Tetration分析クラスタは、次の電力量をオペレーションに提供する電源をプロビジョニ
ングする必要があります。

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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• 39-RU大規模フォームファクタプラットフォーム (1または 2ラック) - 22,500 W

• 8-RU小規模フォームファクタプラットフォーム - 5,500 W

必要なn+n電源の冗長性については、それぞれがその電力量を供給する各 2つの AC電源が必
要です。

ラックの各シャーシには、2つの電源装置、オペレーション用に 1つと冗長性のためにもう 1
つがあります。各電源がラックの別の電源ストリップに接続され、各電源ストリップが異なる

AC電源に接続されています。1つの電源に障害が発生すると、もう 1つの電源がラックの各
スイッチまたはサーバに電力を提供します。

エアーフロー要件
Cisco Tetration分析クラスタでは、コールドアイル内の3つのスイッチで各ラックに電源とファ
ンを配置する必要があります。このように配置するとき、ラックのすべてのデバイスをコール

ドアイルから冷風を取り込み、ホットアイルに熱風を排出します。

スペース要件
次の表では、39 RUラージフォームファクタ (シングルまたはデュアルラック)または 8 RU
スモールフォームファクタ Cisco Tetration分析クラスタのインストールに必要な大きさのス
ペースを示しています。インストールアイルはラックを挿入するために、24インチ (61 cm)を
超える幅が必要です。さらに、メンテナンスを実施するために前面と背面にアクセスするため

の十分な空き領域が必須です。

ラックのインストールの最小

スペース

アイル最小幅
1

インストールタイプ

幅61 cm（24インチ）奥行き
110.2 cm (43.38インチ)

61 cm（24インチ）C1‐Tetration (シングルラック)
のインストール

幅 122 cm（48インチ）奥行き
110.2 cm (43.38インチ)

61 cm（24インチ）C1-Tetration (デュアルラック)

幅 61 cm（24インチ）奥行き
110.2 cm (43.38インチ)

61 cm（24インチ）C1-Tetration M

1
、インストールのためのアイルとラックの前面扉が開くためのアイルには、少なくとも

24インチ (61 cm)の幅が必要です。メンテナンスを実行するユーザの他の通路オープン
二重キャビネットドアが少なくとも 12インチ (30.5 cm)を完全に開くドアが少なくとも
24インチ (61 cm)の全体をする必要がありますが必要です。

ラックは、スイッチのファン (最大のドアをもつラックの側面)がコールドアイルに向けて配
置され、スイッチポート (二重ドアをラックの側)がホットアイルに向けて配置されています。

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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電源の投入とデバイスの接続

• Cisco Tetration分析クラスタデバイスのアース接続を行う（15ページ）
• Cisco Tetration分析クラスタデバイスの電源を投入（15ページ）
• Cisco Tetration分析クラスタのルータへの接続（16ページ）

Cisco Tetration分析クラスタデバイスのアース接続を行
う

Cisco Tetration分析クラスタのデバイスはラックに金属間の接続があるため、ラック（または
デュアルラックのインストールの場合は複数のラック)をデータセンターの地表に接地すると
すぐに、ラックのデバイスが接地されます。ラックを接地するためには、ラックホイールを

アース地表に接続します。

Cisco Tetration分析クラスタデバイスの電源を投入
スイッチに電源投入するには、2つの AC電源へのラックに付いている 2つの電源ストリップ
を接続する必要があります。

この装置は、NFPA 70 National Electrical Code（NEC）に従ってサービス機器でサージ保護デバ
イス（SPD）に付属の AC主電源に接続します。

設置手順を読んでから、システムを使用、取り付け、または電源に接続してください。警告

装置を電源回路に接続するときに、配線が過負荷にならないように注意してください。警告

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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始める前に

•ラックはデータセンターに設置され、コールドアイル内に配置された吸気口を所定の位置
に固定しました。

•ラックにデータセンターアース接地する必要があります。

•クラスタは、2つの顧客が指定するルータ (別のリーフスイッチに接続されたそれぞれの
ルータ)に接続する必要があります。

•電源要件を満たす2つの電源が各ラック電源ストリップケーブルの近くにある必要があり
ます。

手順

ステップ 1 AC電源に 1つの電源ストリップの電源ケーブルを差し込み、もう 1つの AC電源に 2つ目の
電源ストリップの電源ケーブルを差し込みます。

ステップ 2 LEDが緑に点灯していることを確認するために、ラックのデバイスのそれぞれに設置され
た各電源を確認します。

•いずれの LEDも点灯していない場合は、電源がオンになっていることとラック電源スト
リップのオン/オフスイッチがオンになっていることを確認します。

•これらの LEDの一部が点灯しているが、他が点灯していない場合は、その電源から電源
ケーブルがラックの電源ストリップに完全に接続されていることを確認します。

次のタスク

ユーザインターフェイスを設定する準備ができている。

Cisco Tetration分析クラスタのルータへの接続
Cisco Tetration分析クラスタは、2台のルータに接続する必要があります。

手順

ステップ 1 39-RU大規模フォームファクタデュアルラッククラスタをインストールする場合は、各ラッ
クで部分的に接続されたインターフェイスケーブルを接続します。これらのケーブルのそれぞ

れに対して、他のラックでラベルが付けられたポートに接続します。

ステップ 2 リーフ 1スイッチでポート 47にルータを接続するために、10ギガビットのケーブルを使用し
ます。リーフ 1スイッチは、次の場所にあります。

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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• 39-RU大規模フォームファクタシングルラックプラットフォーム － プラットフォーム
ラックで RU 40

• 39-RU大規模フォームファクタデュアルラックプラットフォーム－ラック 1で RU 40

• 8-RU小規模フォームファクタプラットフォーム －プラットフォームラックで RU 12

ステップ 3 リーフ 2スイッチでポート 47にルータを接続するために、10ギガビットのケーブルを使用し
ます。リーフ 2スイッチは、次の場所にあります。

• 39-RU大規模フォームファクタシングルラックプラットフォーム － プラットフォーム
ラックで RU 41

• 39-RU大規模なフォームファクタデュアルラックプラットフォーム―ラック 2の RU
41

• 8 RU小規模フォームファクタプラットフォーム －プラットフォームラックで RU 11

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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第 4 章

ユーザインターフェイスの設定

•ユーザインターフェイスの設定（19ページ）

ユーザインターフェイスの設定
UIを設定するには、インターネットにアクセスするために、イーサネットポート付きのラッ
プトップコンピューターなどのデバイスが必要です。Chromeブラウザがデバイスにインストー
ルされていることを確認します。Tetrationクラスタの最上位のサーバにデバイスを接続するた
めに、イーサネットケーブルが必要です。

手順

ステップ 1 インターネットデバイスに IPアドレス 2.2.2.1/30 (255.255.255.252)を設定します。

ステップ 2 Tetrationクラスタの最上位のサーバのETH1ポートにインターネットデバイスのイーサネット
ポートを接続するには、イーサネットケーブルを使用します。

ステップ 3 インターネットデバイスで、Chromeブラウザを開き http://2.2.2.2:9000に移動します。

Chromeブラウザは、このプロセスでテストした唯一のブラウザです。（注）

Tetrationセットアップ診断ページが開きます。

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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図 1 : 8-RU Tetrationクラスタの診断ページ
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図 2 : 39-RU Tetrationクラスタの診断ページ

ステップ 4 診断ページにエラーがある場合は、この手順を継続する前に、クラスタデバイスの間のケーブ
ル接続に破損した接続がないかどうか、またはケーブルが間違って経路指定されていないかど

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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うかをチェックします (すべてのケーブル配線を検証するためには、付録の配線表を使用して
ください)。完了したら、ステップ 2に戻ります。

ステップ 5 [Continue]ボタンをクリックします。

RPMアップロードページが開きます。

サイト設定ページが代わりに開いた場合、次の URLを入力して、RPMアップロード
ページを開きます。

http://2.2.2.2:9000/upload

（注）

ステップ 6 RPMオブジェクトを、次のように Tetrationクラウドにアップロードします。

1. [Choose File]ボタンをクリックします。

2. 参照して、アドホックおよび母ファイルを検索してください。

3. [Upload]ボタンをクリックします。

[Site Config]ページが開きます。

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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ステップ 7 [Site Config]ページの [General]、[Email]、[Network]、[Service]、および [UI]フォームを使用し
て、新しいサイトを次のように設定します。

• [General]フォーム

1. [Site Name]フィールドに、一意のクラスタ名を入力します。

2. [SSH Public Key]フィールドに、認証キーを貼り付けます。

クラスタ SSHアクセスに使用できる独自の SSHキーペアを生成します。（注）

3. [Next]をクリックします。

• [Email]フォーム

1. 必要な電子メールアドレスを入力します。

2. [Next]をクリックします。

• L3フォーム

それぞれの要求されたアドレスを入力します。

• [Network]フォーム

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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1. [Internal network IP address]フィールドに、オーケストレータ展開出力からアドレス
を貼り付けます。

2. [External network IP address]フィールドに、オーケストレータ展開出力からアドレス
を貼り付けます。

3. [External gateway IP address]フィールドに、オーケストレータ展開出力からアドレス
を貼り付けます。

4. [DNS resolver IP address]フィールドに、オーケストレータ展開出力からアドレスを貼
り付けます。

5. [DNS domain]フィールドに、DNSドメイン（たとえば、「cisco.com」）を入力しま
す。

6. [Next]をクリックします。

• [Service]フォーム

1. [NTP Servers]フィールドに、オーケストレータ展開出力から NTPサーバ名または
IPアドレスのスペース区切りのリストを入力します。

2. [SMTP Server]フィールドに、Tetrationが電子メールメッセージの送信に使用でき
る SMTPサーバの名前または IPアドレスを入力します（このサーバは Tetrationか
らアクセス可能である必要があります）。

3. [SMTP Port]フィールドに、SMTPサーバーのポート番号を入力します。AWSは、
ポート25と465の使用を制限します。アカウントを正しく構成するか、またはポー
ト 587を使用する必要があります。

4. [SMTP Username]フィールドに、SMTP認証用のユーザ名を入力します。

5. [SMTP Password]フィールドに、SMTP認証用のパスワードを入力します。

6. (オプション)[HTTPProxyServer]]フィールドにインターネットの外部サービスにア
クセスするために Tetrationで使用される HTTPプロキシサーバの名前または IPア
ドレスを入力します。

7. (オプション) [HTTPProxy Port]フィールドに、HTTPプロキシサーバーのポート番
号を入力します。

8. (オプション)[HTTPs Proxy Server]]フィールドにインターネットの外部サービスに
アクセスするために Tetrationで使用される HTTPsプロキシサーバの名前または IP
アドレスを入力します。

9. (オプション) [HTTPs Proxy Port]フィールドに、HTTPsプロキシサーバのポート番
号を入力します。

10. (オプション)[Syslog Server]フィールドに、アラートを送信するために、Tetrationで
使用できる syslogサーバの名前または IPアドレスを入力します。

11. (オプション)[Syslog Port]フィールドに、syslogサーバのポート番号を入力します。

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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12. (オプション)[Syslog Severity]フィールドに、syslogメッセージの重大度レベルを入
力します。可能な値には、情報、警告、エラー、緊急、アラート、重要な注意が含

まれます。

13. [Next]をクリックします。

• [UI]フォーム

1. [UIVRRPVRID]フィールドに、一意のVRIDが必要なければ、「77」を入力します。

2. [UIFQDN]フィールドに、クラスタにアクセスする完全修飾ドメイン名を入力します。

3. [UI Airbrake Key]フィールドは空白のままにします。

4. [Next]をクリックします。

Tetrationは、構成時の設定を検証し、設定のステータスを表示します。

• [Advanced]フォーム

1. 外部 IPフィールドに、外部の IPアドレスを入力します。

2. [Continue]をクリックします。

ステップ 8 障害がある場合は、Backボタンをクリックし、設定を編集してください (ステップ 7を参照し
てください)。

これらの設定は、このページから続行した後は変更できません。（注）

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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ステップ 9 設定に対して障害が書き留められておらず、変更を加える必要はない場合、[続行]ボタンをク
リックします。

Tetrationは指定された設定に従って構成します。このプロセスは、ユーザ側のインターラク
ションなしで 1 ~ 2時間かかります。

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
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付録 A
システムの仕様

•環境仕様（27ページ）
• C1-Tetrationクラスタデバイスの配線（27ページ）
• C1-Tetration-Mクラスタのデバイスのケーブル配線（45ページ）
•電力仕様（52ページ）

環境仕様
次の表に、Cisco Tetration分析クラスタをインストールするために必要な環境仕様を示します。

仕様環境

-40～ 65 °C (-40～ 65 °F),海抜
305 m (1000フィート)ごとに
最大 1° C低減する

動作時温度

-40～ 65 °C（-40～ 149 °F）ストレージ

相対湿度 10～ 80 %、1時間当
たり 10 ％の湿度上昇

動作時湿度

相対温度 5～ 93%ストレージ

0～ 10,000フィート（0～
3050 m）

動作時高度

0～ 12,200 m (40,000フィート)ストレージ

C1-Tetrationクラスタデバイスの配線
次の図は、C1 Tetrationラックデバイスが相互接続する方法を示します。接続の詳細なリスト
については、その図の下の表を参照してください。
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CIMC/PXEスイッチは、3つのスイッチのそれぞれに管理 (管理)ポートと 36個のコンピュー
ティング、キャッシュ、およびベースのサーバホストのそれぞれに eth0ポートが接続されて
います。

（注）
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表 1 :スパインスイッチ (RU 42)接続

ConnectionConnection
Type

スパインポー

ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth0ラック1 RU 17RU 36UCSサーバホ
スト 1 (コン
ピューティン

グサーバ 1)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

1

eth0ラック1 RU 16RU 35UCSサーバホ
スト 2 (コン
ピューティン

グサーバ 2)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

2

eth0ラック 1
RU 15

RU 34UCSサーバホ
スト 3 (コン
ピューティン

グサーバ 3)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

3

eth0ラック1 RU 14RU 33UCSサーバホ
スト 4 (コン
ピューティン

グサーバ 4)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

4

eth0ラック1 RU 13RU 32UCSサーバホ
スト 5 (コン
ピューティン

グサーバ 5)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

5

eth0ラック1 RU 12RU 31UCSサーバホ
スト 6 (コン
ピューティン

グサーバ 6)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

6

eth0ラック 1 RU 11RU 30UCSサーバホ
スト 7 (コン
ピューティン

グサーバ 7)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

7

eth0ラック1 RU 10RU 29UCSサーバホ
スト 8 (コン
ピューティン

グサーバ 8)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

8
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ConnectionConnection
Type

スパインポー

ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth0ラック 1 RU
8

RU 28UCSサーバホ
スト 9 (コン
ピューティン

グサーバ 9)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

9

eth0ラック 1 RU 7RU 27UCSサーバホ
スト 10 (コン
ピューティン

グサーバ 10)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

10

eth0ラック 1 RU 6RU 26UCSサーバホ
スト 11 (コン
ピューティン

グサーバ 11)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

11

eth0ラック 1 RU 5RU 25UCSサーバホ
スト 12 (コン
ピューティン

グサーバ 12)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

12

eth0ラック 1 RU 4RU 24UCSサーバホ
スト 13 (コン
ピューティン

グサーバ 13)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

13

eth0ラック 1 RU 3RU 23UCSサーバホ
スト 14 (コン
ピューティン

グサーバ 14)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

14

eth0ラック 1 RU 2RU 22UCSサーバホ
スト 15 (コン
ピューティン

グサーバ 15)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

15

eth0ラック 1 RU 1RU 21UCSサーバホ
スト 16 (コン
ピューティン

グサーバ 16)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

16
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ConnectionConnection
Type

スパインポー

ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth0ラック2 RU 21RU 20UCSサーバホ
スト 17
(キャッシュ
サーバ 1)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

17

eth0ラック2 RU 20RU 19UCSサーバホ
スト 18
(キャッシュ
サーバ 2)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

18

eth0ラック2 RU 19RU 18UCSサーバホ
スト 19
(キャッシュ
サーバ 3)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

19

eth0ラック2 RU 18RU 17UCSサーバホ
スト 20
(キャッシュ
サーバ 4)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

20

eth0ラック2 RU 17RU 16UCSサーバホ
スト 21
(キャッシュ
サーバ 5分)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

21

eth0ラック2 RU 16RU 15UCSサーバホ
スト 22
(キャッシュ
サーバ 6)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

22

eth0ラック2 RU 15RU 14UCSサーバホ
スト 23
(キャッシュ
サーバ 7)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

23

eth0ラック 2 RU
14

RU 13UCSサーバホ
スト 24
(キャッシュ
サーバ 8)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

24

eth0ラック2 RU 12RU 12UCSサーバホ
スト 25 (基本
server 1)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

25
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ConnectionConnection
Type

スパインポー

ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth0ラック 2 RU
11

RU 11UCSサーバホ
スト 26 (基本
サーバ 2)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

26

eth0ラック2 RU 10RU 10UCSサーバホ
スト 27 (基本
サーバ 3)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

27

eth0ラック 2 RU 9RU 9UCSサーバホ
スト 28 (基本
サーバ 4)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

28

eth0ラック 2 RU 8RU 8UCSサーバホ
スト 29 (基本
サーバの 5分)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

29

eth0ラック 2 RU 7RU 7UCSサーバホ
スト 30 (基本
サーバ 6)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

30

eth0ラック 2 RU 6RU 6UCSサーバホ
スト 31 (基本
サーバ 7)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

31

eth0ラック 2 RU 5RU 5UCSサーバホ
スト 32 (基本
サーバ 8)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

32

eth0ラック 2 RU 4RU 4UCSサーバホ
スト 33 (基本
サーバ 9)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

33

eth0ラック 2 RU 3RU 3UCSサーバホ
スト 34 (基本
サーバ 10)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

34

eth0ラック 2 RU 2RU 2UCSサーバホ
スト 35 (基本
サーバ 11)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

35

eth0ラック 2 RU 1RU 1UCSサーバホ
スト 36 (基本
サーバ 12)

CIMC/PXE
VLAN (1ギガ
ビット)

36
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ConnectionConnection
Type

スパインポー

ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

49ラック1 RU 40RU 40リーフスイッ

チ 1 (1つの
ラックの RU
41またはデュ
アルラックの

ラック1のRU
40)

内部VLAN (40
ギガビット)

49

49ラック2 RU 40RU 41リーフスイッ

チ 2 (1つの
ラックで RU
40)またはデュ
アルラックの

ラック2のRU
40)ポート 49

内部VLAN (40
ギガビット)

50

表 2 :リーフスイッチ 2 (RU 41のシングルラックインストールまたはデュアルラックインストールで RU 40)の接続

ConnectionConnection
Type

リーフ 2ポー
ト Portシングルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth5ラック1 RU 17RU 36UCSサーバホ
スト 1 (コン
ピューティン

グサーバ 1)

内部VLAN (10
ギガビット)

1

eth5ラック1 RU 16RU 35UCSサーバホ
スト 2 (コン
ピューティン

グサーバ 2)

内部VLAN (10
ギガビット)

2

eth5ラック 1
RU 15

RU 34UCSサーバホ
スト 3 (コン
ピューティン

グサーバ 3)

内部VLAN (10
ギガビット)

3

eth5ラック1 RU 14RU 33UCSサーバホ
スト 4 (コン
ピューティン

グサーバ 4)

内部VLAN (10
ギガビット)

4
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ConnectionConnection
Type

リーフ 2ポー
ト Portシングルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth5ラック1 RU 13RU 32UCSサーバホ
スト 5 (コン
ピューティン

グサーバ 5)

内部VLAN (10
ギガビット)

5

eth5ラック1 RU 12RU 31UCSサーバホ
スト 6 (コン
ピューティン

グサーバ 6)

内部VLAN (10
ギガビット)

6

eth5ラック 1 RU 11RU 30UCSサーバホ
スト 7 (コン
ピューティン

グサーバ 7)

内部VLAN (10
ギガビット)

7

eth5ラック1 RU 10RU 29UCSサーバホ
スト 8 (コン
ピューティン

グサーバ 8)

内部VLAN (10
ギガビット)

8

eth5ラック 1 RU
8

RU 28UCSサーバホ
スト 9 (コン
ピューティン

グサーバ 9)

内部VLAN (10
ギガビット)

9

eth5ラック 1 RU 7RU 27UCSサーバホ
スト 10 (コン
ピューティン

グサーバ 10)

内部VLAN (10
ギガビット)

10

eth5ラック 1 RU 6RU 26UCSサーバホ
スト 11 (コン
ピューティン

グサーバ 11)

内部VLAN (10
ギガビット)

11

eth5ラック 1 RU 5RU 25UCSサーバホ
スト 12 (コン
ピューティン

グサーバ 12)

内部VLAN (10
ギガビット)

12

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
34

システムの仕様

システムの仕様



ConnectionConnection
Type

リーフ 2ポー
ト Portシングルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth5ラック 1 RU 4RU 24UCSサーバホ
スト 13 (コン
ピューティン

グサーバ 13)

内部VLAN (10
ギガビット)

13

eth5ラック 1 RU 3RU 23UCSサーバホ
スト 14 (コン
ピューティン

グサーバ 14)

内部VLAN (10
ギガビット)

14

eth5ラック 1 RU 2RU 22UCSサーバホ
スト 15 (コン
ピューティン

グサーバ 15)

内部VLAN (10
ギガビット)

15

eth5ラック 1 RU 1RU 21UCSサーバホ
スト 16 (コン
ピューティン

グサーバ 16)

内部VLAN (10
ギガビット)

16

eth5ラック2 RU 21RU 20UCSサーバホ
スト 17
(キャッシュ
サーバ 1)

内部VLAN (10
ギガビット)

17

eth5ラック2 RU 20RU 19UCSサーバホ
スト 18
(キャッシュ
サーバ 2)

内部VLAN (10
ギガビット)

18

eth5ラック2 RU 19RU 18UCSサーバホ
スト 19
(キャッシュ
サーバ 3)

内部VLAN (10
ギガビット)

19

eth5ラック2 RU 18RU 17UCSサーバホ
スト 20
(キャッシュ
サーバ 4)

内部VLAN (10
ギガビット)

20

Cisco Tetration分析クラスタハードウェア導入ガイド
35

システムの仕様

システムの仕様



ConnectionConnection
Type

リーフ 2ポー
ト Portシングルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth5ラック2 RU 17RU 16UCSサーバホ
スト 21
(キャッシュ
サーバ 5分)

内部VLAN (10
ギガビット)

21

eth5ラック2 RU 16RU 15UCSサーバホ
スト 22
(キャッシュ
サーバ 6)

内部VLAN (10
ギガビット)

22

eth5ラック2 RU 15RU 14UCSサーバホ
スト 23
(キャッシュ
サーバ 7)

内部VLAN (10
ギガビット)

23

eth5ラック 2 RU
14

RU 13UCSサーバホ
スト 24
(キャッシュ
サーバ 8)

内部VLAN (10
ギガビット)

24

eth5ラック2 RU 12RU 12UCSサーバホ
スト 25 (基本
サーバ 1)

内部VLAN (10
ギガビット)

25

eth5ラック 2 RU
11

RU 11UCSサーバホ
スト 26 (基本
サーバ 2)

内部VLAN (10
ギガビット)

26

eth5ラック2 RU 10RU 10UCSサーバホ
スト 27 (基本
サーバ 3)

内部VLAN (10
ギガビット)

27

eth5ラック 2 RU 9RU 9UCSサーバホ
スト 28 (基本
サーバ 4)

内部VLAN (10
ギガビット)

28

eth5ラック 2 RU 8RU 8UCSサーバホ
スト 29 (基本
サーバの 5分)

内部VLAN (10
ギガビット)

29

eth5ラック 2 RU 7RU 7UCSサーバホ
スト 30 (基本
サーバ 6)

内部VLAN (10
ギガビット)

30
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ConnectionConnection
Type

リーフ 2ポー
ト Portシングルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth5ラック 2 RU 6RU 6UCSサーバホ
スト 31 (基本
サーバ 7)

内部VLAN (10
ギガビット)

31

eth5ラック 2 RU 5RU 5UCSサーバホ
スト 32 (基本
サーバ 8)

内部VLAN (10
ギガビット)

32

eth5ラック 2 RU
14

RU 4UCSサーバホ
スト 33 (基本
サーバ 9)

内部VLAN (10
ギガビット)

33

eth5ラック 2 RU 3RU 3UCSサーバホ
スト 34 (基本
サーバ 10)

内部VLAN (10
ギガビット)

34

eth5ラック 2 RU 2RU 2UCSサーバホ
スト 35 (基本
サーバ 11)

内部VLAN (10
ギガビット)

35

eth5ラック 2 RU 1RU 1UCSサーバホ
スト 36 (基本
サーバ 12)

内部VLAN (10
ギガビット)

36

eth2ラック 1 RU 3RU 3UCSサーバホ
スト 34 (基本
サーバ 10)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

37

eth2ラック 2 RU 1RU 1UCSサーバホ
スト 36 (基本
サーバ 12)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

38

–––カスタマー

ルータ 1
内部VLAN (10
ギガビット)

39

40ラック1 RU 40RU 40リーフスイッ

チ 1
内部VLAN (10
ギガビット)

40

eth2ラック1 RU 16RU 35UCSサーバホ
スト 2 (コン
ピューティン

グサーバ 2)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

41
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ConnectionConnection
Type

リーフ 2ポー
ト Portシングルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth2ラック1 RU 14RU 33UCSサーバホ
スト 4 (コン
ピューティン

グサーバ 4)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

42

eth2ラック1 RU 12RU 31UCSサーバホ
スト 6 (コン
ピューティン

グサーバ 6)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

43

eth2ラック1 RU 10RU 29UCSサーバホ
スト 8 (コン
ピューティン

グサーバ 8)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

44

eth2ラック 1 RU
8

RU 27UCSサーバホ
スト 10 (コン
ピューティン

グサーバ 10)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

45

eth2ラック 1 RU 6RU 25UCSサーバホ
スト 12 (コン
ピューティン

グサーバ 12)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

46

eth2ラック 1 RU 4RU 23UCSサーバホ
スト 14 (コン
ピューティン

グサーバ 14)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

47

eth2ラック 1 RU 2RU 21UCSサーバホ
スト 14 (コン
ピューティン

グサーバ 14)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

48

50ラック1 RU 42RU 42スパインス

イッチ

内部VLAN (40
ギガビット)

49

–––––50

–––––51

–––––52
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ConnectionConnection
Type

リーフ 2ポー
ト Portシングルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

53ラック1 RU 40RU 40リーフスイッ

チ 1
内部VLAN (40
ギガビット)

53

54ラック1 RU 40RU 40リーフスイッ

チ 1
内部VLAN (40
ギガビット)

54

表 3 :リーフ 1スイッチ (シングルおよびデュアルラックインストールで RU 40)接続

ConnectionConnection
Type

リーフ 1ポー
ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth3ラック1 RU 17RU 36UCSサーバホ
スト 1 (コン
ピューティン

グサーバ 1)

内部VLAN (10
ギガビット)

1

eth3ラック1 RU 16RU 35UCSサーバホ
スト 2 (コン
ピューティン

グサーバ 2)

内部VLAN (10
ギガビット)

2

eth3ラック 1
RU 15

RU 34UCSサーバホ
スト 3 (コン
ピューティン

グサーバ 3)

内部VLAN (10
ギガビット)

3

eth3ラック1 RU 14RU 33UCSサーバホ
スト 4 (コン
ピューティン

グサーバ 4)

内部VLAN (10
ギガビット)

4

eth3ラック1 RU 13RU 32UCSサーバホ
スト 5 (コン
ピューティン

グサーバ 5)

内部VLAN (10
ギガビット)

5

eth3ラック1 RU 12RU 31UCSサーバホ
スト 6 (コン
ピューティン

グサーバ 6)

内部VLAN (10
ギガビット)

6
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ConnectionConnection
Type

リーフ 1ポー
ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth3ラック 1 RU 11RU 30UCSサーバホ
スト 7 (コン
ピューティン

グサーバ 7)

内部VLAN (10
ギガビット)

7

eth3ラック1 RU 10RU 29UCSサーバホ
スト 8 (コン
ピューティン

グサーバ 8)

内部VLAN (10
ギガビット)

8

eth3ラック 1 RU
8

RU 28UCSサーバホ
スト 9 (コン
ピューティン

グサーバ 9)

内部VLAN (10
ギガビット)

9

eth3ラック 1 RU 7RU 27UCSサーバホ
スト 10 (コン
ピューティン

グサーバ 10)

内部VLAN (10
ギガビット)

10

eth3ラック 1 RU 6RU 26UCSサーバホ
スト 11 (コン
ピューティン

グサーバ 11)

内部VLAN (10
ギガビット)

11

eth3ラック 1 RU 5RU 25UCSサーバホ
スト 12 (コン
ピューティン

グサーバ 12)

内部VLAN (10
ギガビット)

12

eth3ラック 1 RU 4RU 24UCSサーバホ
スト 13 (コン
ピューティン

グサーバ 13)

内部VLAN (10
ギガビット)

13

eth3ラック 1 RU 3RU 23UCSサーバホ
スト 14 (コン
ピューティン

グサーバ 14)

内部VLAN (10
ギガビット)

14
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ConnectionConnection
Type

リーフ 1ポー
ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth3ラック 1 RU 2RU 22UCSサーバホ
スト 15 (コン
ピューティン

グサーバ 15)

内部VLAN (10
ギガビット)

15

eth3ラック 1 RU 1RU 21UCSサーバホ
スト 16 (コン
ピューティン

グサーバ 16)

内部VLAN (10
ギガビット)

16

eth3ラック2 RU 21RU 20UCSサーバホ
スト 17
(キャッシュ
サーバ 1)

内部VLAN (10
ギガビット)

17

eth3ラック2 RU 20RU 19UCSサーバホ
スト 18
(キャッシュ
サーバ 2)

内部VLAN (10
ギガビット)

18

eth3ラック2 RU 19RU 18UCSサーバホ
スト 19
(キャッシュ
サーバ 3)

内部VLAN (10
ギガビット)

19

eth3ラック2 RU 18RU 17UCSサーバホ
スト 20
(キャッシュ
サーバ 4)

内部VLAN (10
ギガビット)

20

eth3ラック2 RU 17RU 16UCSサーバホ
スト 21
(キャッシュ
サーバ 5)

内部VLAN (10
ギガビット)

21

eth3ラック2 RU 16RU 15UCSサーバホ
スト 22
(キャッシュ
サーバ 6)

内部VLAN (10
ギガビット)

22
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ConnectionConnection
Type

リーフ 1ポー
ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth3ラック2 RU 15RU 14UCSサーバホ
スト 23
(キャッシュ
サーバ 7)

内部VLAN (10
ギガビット)

23

eth3ラック 2 RU
14

RU 13UCSサーバホ
スト 24
(キャッシュ
サーバ 8)

内部VLAN (10
ギガビット)

24

eth3ラック2 RU 12RU 12UCSサーバホ
スト 25 (基本
サーバ 1)

内部VLAN (10
ギガビット)

25

eth3ラック 2 RU
11

RU 11UCSサーバホ
スト 26 (基本
サーバ 2)

内部VLAN (10
ギガビット)

26

eth3ラック2 RU 10RU 10UCSサーバホ
スト 27 (基本
サーバ 3)

内部VLAN (10
ギガビット)

27

eth3ラック 2 RU 9RU 9UCSサーバホ
スト 28 (基本
サーバ 4)

内部VLAN (10
ギガビット)

28

eth3ラック 2 RU 8RU 8UCSサーバホ
スト 29 (基本
サーバの 5分)

内部VLAN (10
ギガビット)

29

eth3ラック 2 RU 7RU 7UCSサーバホ
スト 30 (基本
サーバ 6)

内部VLAN (10
ギガビット)

30

eth3ラック 2 RU 66UCSサーバホ
スト 31 (基本
サーバ 7)

内部VLAN (10
ギガビット)

31

eth3ラック 2 RU 5RU 5UCSサーバホ
スト 32 (基本
サーバ 8)

内部VLAN (10
ギガビット)

32
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ConnectionConnection
Type

リーフ 1ポー
ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth3ラック 2 RU
14

RU 4UCSサーバホ
スト 33 (基本
サーバ 9)

内部VLAN (10
ギガビット)

33

eth3ラック 1 RU 3RU 3UCSサーバホ
スト 34 (基本
サーバ 10)

内部VLAN (10
ギガビット)

34

eth3ラック 2 RU 2RU 2UCSサーバホ
スト 35 (基本
サーバ 11)

内部VLAN (10
ギガビット)

35

eth3ラック 2 RU 1RU 1UCSサーバホ
スト 36 (基本
サーバ 12)

内部VLAN (10
ギガビット)

36

eth2ラック 2 RU 8RU 4UCSサーバホ
スト 33 (基本
サーバ 9)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

37

eth2ラック 2 RU 6RU 2UCSサーバホ
スト 35 (基本
サーバ 11)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

38

–––カスタマー

ルータ 1
内部VLAN (10
ギガビット)

39

40ラック2 RU 40RU 41リーフスイッ

チ 2
内部VLAN (10
ギガビット)

40

eth2ラック1 RU 17RU 36UCSサーバホ
スト 1 (コン
ピューティン

グサーバ 1)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

41

eth2ラック 1 RU
15

RU 34UCSサーバホ
スト 3
(Compute
server3)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

42

eth2ラック1 RU 13RU 32UCSサーバホ
スト 5 (コン
ピューティン

グサーバ 5)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

43
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ConnectionConnection
Type

リーフ 1ポー
ト Portデュアルラッ

クの RU
シングルラッ

クの RU
デバイス

eth2ラック 1 RU 11RU 30UCSサーバホ
スト 7 (コン
ピューティン

グサーバ 7)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

44

eth2ラック 1 RU 9RU 28UCSサーバホ
スト 9 (コン
ピューティン

グサーバ 9)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

45

eth2ラック 1 RU 7RU 26UCSサーバホ
スト 11 (コン
ピューティン

グサーバ 11)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

46

eth2ラック 1 RU 5RU 24UCSサーバホ
スト 13 (コン
ピューティン

グサーバ 13)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

47

eth2ラック 1 RU 3RU 22UCSサーバホ
スト 15 (コン
ピューティン

グサーバ 15)

パブリック

VLAN (10ギガ
ビット)

48

49ラック1 RU 42RU 42スパインス

イッチ

内部VLAN (40
ギガビット)

49

–––––50

–––––51

–––––52

53ラック1 RU 40RU 40リーフスイッ

チ

内部VLAN (40
ギガビット)

53

54ラック2 RU 40RU 41リーフ 2ス
イッチ

内部VLAN (40
ギガビット)

54
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C1-Tetration-Mクラスタのデバイスのケーブル配線
次の図は、C1-Tetration-Mクラスタラックのデバイスを相互接続する方法を示します。接続の
詳細なリストについては、その図の下の表を参照してください。

CIMC/PXEスイッチは、3つのスイッチのそれぞれに管理 (管理)ポートと 36個のコンピュー
ティング、キャッシュ、およびベースのサーバホストのそれぞれの eth0ポートに接続されて
います。

（注）
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表 4 :リーフスイッチ 1 (RU 12)接続

ConnectionConnection Typeスパインポート

Portシングルラック

の RU
デバイス

eth39Server 1内部VLAN (10ギ
ガビット)

1
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ConnectionConnection Typeスパインポート

Portシングルラック

の RU
デバイス

eth38Server 2内部VLAN (10ギ
ガビット)

2

eth36Server 3内部VLAN (10ギ
ガビット)

3

eth35[Server 4]内部VLAN (10ギ
ガビット)

4

eth33サーバ 5内部VLAN (10ギ
ガビット)

5

eth32サーバ 6内部VLAN (10ギ
ガビット)

6

––––7

––––8

––––9

––––10

––––11

––––12

––––13

––––14

––––15

––––16

––––17

––––18

eth29Server 1外部VLAN (10ギ
ガビット)

19

eth28Server 2外部VLAN (10ギ
ガビット)

20

eth26Server 3外部VLAN (10ギ
ガビット)

21
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ConnectionConnection Typeスパインポート

Portシングルラック

の RU
デバイス

eth25[Server 4]外部VLAN (10ギ
ガビット)

22

eth23サーバ 5外部VLAN (10ギ
ガビット)

23

eth22サーバ 6外部VLAN (10ギ
ガビット)

24

––––25

––––26

––––27

––––28

––––29

––––30

––––31

––––32

––––33

––––34

––––35

––––36

eth09Server 1管理 VLAN (1ギ
ガビット)

37

eth08Server 2管理 VLAN (1ギ
ガビット)

38

eth06Server 3管理 VLAN (1ギ
ガビット)

39

eth05[Server 4]管理 VLAN (1ギ
ガビット)

40

eth03サーバ 5管理 VLAN (1ギ
ガビット)

41
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ConnectionConnection Typeスパインポート

Portシングルラック

の RU
デバイス

eth02サーバ 6管理 VLAN (1ギ
ガビット)

42

––––43

––––44

––––45

4511リーフ2スイッチ内部VLAN (10ギ
ガビット)

46

––Customer router外部VLAN (10ギ
ガビット)

47

––––48

4911リーフ2スイッチ内部 VLAN (40
Gb)

49

5011リーフ2スイッチ内部VLAN (40ギ
ガビット)

50

––––51

––––52

––––53

––––54

表 5 :リーフスイッチ 2 (RU 11)接続

ConnectionConnection Typeスパインポート

Portシングルラック

の RU
デバイス

eth49Server 1内部VLAN (10ギ
ガビット)

1

eth48Server 2内部VLAN (10ギ
ガビット)

2

eth46Server 3内部VLAN (10ギ
ガビット)

3
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ConnectionConnection Typeスパインポート

Portシングルラック

の RU
デバイス

eth45[Server 4]内部VLAN (10ギ
ガビット)

4

eth43サーバ 5内部VLAN (10ギ
ガビット)

5

eth42サーバ 6内部VLAN (10ギ
ガビット)

6

––––7

––––8

––––9

––––10

––––11

––––12

––––13

––––14

––––15

––––16

––––17

––––18

eth59Server 1外部VLAN (10ギ
ガビット)

19

eth58Server 2外部VLAN (10ギ
ガビット)

20

eth56Server 3外部VLAN (10ギ
ガビット)

21

eth55[Server 4]外部VLAN (10ギ
ガビット)

22

eth53サーバ 5外部VLAN (10ギ
ガビット)

23
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ConnectionConnection Typeスパインポート

Portシングルラック

の RU
デバイス

eth52サーバ 6外部VLAN (10ギ
ガビット)

24

––––25

––––26

––––27

––––28

––––29

––––30

––––31

––––32

––––33

––––34

––––35

––––36

eth09Server 1管理 VLAN (1ギ
ガビット)

37

eth08Server 2管理 VLAN (1ギ
ガビット)

38

eth06Server 3管理 VLAN (1ギ
ガビット)

39

eth05[Server 4]管理 VLAN (1ギ
ガビット)

40

eth03サーバ 5管理 VLAN (1ギ
ガビット)

41

eth02サーバ 6管理 VLAN (1ギ
ガビット)

42

––––43

––––44
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ConnectionConnection Typeスパインポート

Portシングルラック

の RU
デバイス

4512リーフ1スイッチ内部VLAN (10ギ
ガビット)

45

––––46

––顧客のルータ外部VLAN (10ギ
ガビット)

47

––––48

4912リーフ1スイッチ内部VLAN (40ギ
ガビット)

49

5012リーフ1スイッチ内部VLAN (40ギ
ガビット)

50

––––51

––––52

––––53

:–––54

電力仕様
少なくとも次の指定を満たしている 2つの専用 AC電源を提供する必要があります。

仕様

22,500 W最大ワット数 (39-RU単一ラックプラット
フォーム)

11,250 W (2個のラックの場合は合計 22,500 W)最大ワット数 (39-RUデュアルラックプラッ
トフォームで各ラック)

5,500 W最大ワット数 (8-RUプラットフォーム)
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